


兵庫県立がんセンター 第23回  がんフォーラム 

 

テーマ：肝臓・胆道・膵臓のがんについて知っておきたいこと 

～がんセンターで受けられる最新治療～ 

 

日 時： 令和 8 年 2 月２8 日(土) 14 時～16 時 30 分 

場 所： 子午線ホール（アスピア明石北館９階） 

 

◇開  会  

挨拶： 兵庫県立がんセンター 院長  富 永 正 寛 

明石市医師会 会長  鈴木 光太郎 

◇講  演  

 座長 ： 兵庫県立がんセンター 消化器内科部長  岡 﨑 太 郎 

講演 1 「肝臓がんの内科的治療」  

兵庫県立がんセンター 消化器内科部長  櫛田 早絵子 

講演 2 「膵がん・胆道がんの内科的治療」 

兵庫県立がんセンター 消化器内科部長  津 村 英 隆 

－  休  憩  － 

講演 3 「胆膵がんの外科的治療」 

兵庫県立がんセンター 消化器外科医長  清 水    貴 

講演 4 「肝がんの外科的治療」 

兵庫県立がんセンター 消化器外科部長  山 根 秘 我 

                                   

◇閉  会  

挨拶： 兵庫県立がんセンター 副院長  里内 美弥子 

 

 

◇主 催： 兵庫県立がんセンター           ◇共 催： 兵庫県がん診療連携協議会 

◇後 援： 兵庫県医師会、明石市、明石市医師会、神戸市医師会、兵庫県看護協会、神戸新聞社 

 



肝臓・胆道・膵臓のがんについて知っておきたいこと 

～がんセンターで受けられる最新治療～ 

 

 

兵庫県立がんセンターは県下のがん医療に関する中枢医療機関として、県民の

皆様のがん治療に積極的に取り組んでいます。  

一方、がん検診受診率や精密検査受診率については、兵庫県は全国的に見ても

低く、がんの知識や治療についての県民の皆様に対するさらなる啓発が必要と

考えています。 

このため、兵庫県立がんセンターでは、県民の皆様を対象にがんに対する知識

の普及・啓発を目的とした院外活動として、『市民フォーラム』を定期的に開催

しており、令和８年２月２８日(土)に第２３回がんフォーラムを開催いたしました。  

アスピア明石「子午線ホール」を会場として、１４７名がご参加され、質問にも

お答えさせていただきました。  

肝臓・胆道・膵臓のがんは治療が難しく、５年生存率はその他のがんと比べて

も依然として低いままです。しかしながら近年、その治療は着実に進歩を遂げて

います。本講座では、第１部で最前線で治療にあたっている消化器内科、消化器

外科のエキスパートの医師がわかりやすく説明いたしました。 

会場には「がん相談支援コーナー」も設置し、参加された方からは「家族の治

療に役立つ情報が得られて安心した」「検診の大切さを改めて感じた」などのお

言葉もいただきました。 

がん患者さんやその家族の方々に向けて、がん治療における最新の情報を

提供し、理解を深めていただく場となりました。 


